
 

平成 28年 丙申元旦 

 

 ずいぶんご無沙汰しております。時々このサイトにまだアク

セスしてくださる方々があってご連絡をいただくことがあって

驚きます。 

長い間を経てもお見捨てにならなかった皆さまに感謝の気持

ちも含め、せめてご挨拶をと重い腰をやっこらしょっと持ち上

げました。 

 

 今年は申年ですが私は両親が共に申年生まれなのです。今はもう二人ともこ

の世にいなくなりましたが、亡くなってこのかた折に触れ何か問題あれば問い

かけてまいりました。頼りになる両親で、それぞれがタイプはちがいますが智

慧があり、すぐに何らかの答えらしきものをくださいます。まるで生きて目の

前にいるかのように声まで聞こえてくるように返事がくるのです。これはどう

なっているのかと考えてみますと、生前両親が私や他の人たちに言っていたこ

とを私が思い出しているということのようです。聞いた時点ではまだ問題が発

生していなくて、疑問がなかったので意識の焦点がそこに当たっていなかった

のでしょう。それが問題に直面すると必要に迫られて答として聞こえてくるわ

けです。智慧のタイムカプセルですね。 

 

 両親はさておき、疑問に対する答えが一番多くいただけ、また私の問いかけ

る回数も一番多い相手の方は「光透波理論」を開発された小田野早秧先生です。

最近になって先生の理論を生活の中で実践する手法である「字分け」というも

のをプロジェクターでご紹介するということを始めました。少しご紹介したく

思います。お付き合いくださいね。 

 

菊池 静流 

平成 27年 12月 24日作成 

 

新年明けましておめでとうございます 


